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(57)【要約】
【課題】受信電力損失を無くして偏波損失及びレーダー
間の干渉を減らす直交レーダー装置を提供する。
【解決手段】直交レーダー装置は、位相が、０度、－９
０度、－１８０度、－２７０度である四つの信号を発生
させる直交信号発生部１０１と、該発生部から信号を入
力する第１及び第２カプラーモジュール１０２、１０３
と、各カプラーモジュールから信号を入力してターゲッ
トに当って戻ってきた信号を入力するアンテナ部１０６
と、第１カプラーモジュールとアンテナ部との間に連結
されて送信及び受信信号の位相を９０度遅延させる第１
及び第２位相遅延モジュール１０４、１０５と、アンテ
ナ部から各カプラーモジュールを通じて入力された受信
信号を合わせて、漏洩信号を除去する漏洩信号除去部１
１０と、該除去部の出力信号を分配する電力分配部１１
３と、直交信号発生部の信号及び電力分配部の出力信号
をミキシングするミキサー部１１５、１１６とを含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直交レーダー装置であって、
　位相差が、０度、－９０度、－１８０度、－２７０度である四つの信号を発生させる直
交信号発生部；
　前記直交信号発生部と連結されて信号を入力し、各々送信信号及び送信漏洩信号を出力
する第１及び第２カプラーモジュール；
　前記第１及び第２カプラーモジュールから送信信号を入力してターゲットに当って戻っ
てきた受信信号を入力するアンテナ部；
　前記第１カプラーモジュールと前記アンテナ部との間に連結されて送信信号の位相及び
受信信号の位相を９０度遅延させる第１位相遅延モジュール；
　前記アンテナ部から前記第１及び第２カプラーモジュールを通じて入力された受信信号
を合わせて、送信漏洩信号を除去する漏洩信号除去部；
　前記漏洩信号除去部の出力信号を分配する電力分配部；及び
　前記直交信号発生部の信号及び前記電力分配部の出力信号をそれぞれ入力してミキシン
グする第１及び第２ミキサー部；を含むことを特徴とする直交レーダー装置。
【請求項２】
　前記漏洩信号除去部と前記電力分配部との間に連結され、前記漏洩信号除去部の出力信
号を増幅させる低雑音増幅部をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載の直交レー
ダー装置。
【請求項３】
　前記第１及び第２ミキサー部を通じてミキシングされた信号をそれぞれフィルターリン
グして基底帯域信号として出力するフィルター部をさらに含むことを特徴とする、請求項
１または２に記載の直交レーダー装置。
【請求項４】
　前記アンテナ部が、前記第２カプラーモジュール及び前記第１位相遅延モジュールとそ
れぞれ一つの給電ラインで連結される線形偏波アンテナであることを特徴とする、請求項
１～３の何れか一項に記載の直交レーダー装置。
【請求項５】
　前記漏洩信号除去部が、
　前記アンテナ部から前記第１及び第２カプラーモジュールを通じて入力された受信信号
を合わせて、送信漏洩信号を除去する電力合成モジュールと、
　前記第１カプラーモジュールと前記電力合成モジュールとの間に連結されて、前記第１
カプラーモジュールから出力された信号の位相を９０度遅延させる位相遅延モジュールと
を含むことを特徴とする、請求項１～４の何れか一項に記載の直交レーダー装置。
【請求項６】
　前記漏洩信号除去部が、ランゲカプラー、ブランチラインカプラのうちのいずれかひと
つであり、前記第１及び第２カプラーモジュールから入力する送信漏洩信号と受信信号と
を分離して出力する二つの出力ポートを有し、前記二つの出力ポートのうち、前記送信漏
洩信号が出力される一方の出力ポートに終段抵抗を連結して前記送信漏洩信号が消耗する
ようにし、前記受信信号が出力される他方の出力ポートを前記電力分配部に連結して前記
受信信号を出力することを特徴とする、請求項１～５の何れか一項に記載の直交レーダー
装置。
【請求項７】
　前記第１及び第２カプラーモジュールの各々が、３ポート素子型カプラーからなり、前
記直交信号発生部から前記第１及び第２カプラーモジュールの各々に入力される二つの信
号の位相差が９０度であることを特徴とする、請求項１～６の何れか一項に記載の直交レ
ーダー装置。
【請求項８】
　前記直交信号発生部から前記第１及び第２ミキサー部にそれぞれ入力される信号の位相
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差が９０度であることを特徴とする、請求項１～７の何れか一項に記載の直交レーダー装
置。
【請求項９】
　直交レーダー装置であって、
　位相差が、０度、－９０度、－１８０度、－２７０度である四つの信号を発生させる直
交信号発生部；
　該前記直交信号発生部と連結されて信号を入力し、各々送信信号及び送信漏洩信号を出
力する第１及び第２カプラーモジュール；
　前記第１及び第２カプラーモジュールから送信信号を入力してターゲットに当って戻っ
てきた受信信号を入力するアンテナ部；
　前記第１カプラーモジュールと前記アンテナ部との間に連結されて、各々送信信号の位
相及び受信信号の位相を９０度遅延させる第１及び第２位相遅延モジュール；
　前記アンテナ部から前記第１及び第２カプラーモジュールを通じて入力された受信信号
を合わせて、送信漏洩信号を除去する漏洩信号除去部；
　前記漏洩信号除去部の出力信号を分配する電力分配部；及び
　前記直交信号発生部の信号及び前記電力分配部の出力信号をそれぞれ入力してミキシン
グする第１及び第２ミキサー部；を含むことを特徴とする直交レーダー装置。
【請求項１０】
　前記漏洩信号除去部と前記電力分配部との間に連結され、前記漏洩信号除去部の出力信
号を増幅させる低雑音増幅部をさらに含むことを特徴とする、請求項９に記載の直交レー
ダー装置。
【請求項１１】
　前記第１及び第２ミキサー部を通じてミキシングされた信号をそれぞれフィルターリン
グして基底帯域信号として出力するフィルター部をさらに含むことを特徴とする、請求項
９または１０に記載の直交レーダー装置。
【請求項１２】
　前記アンテナ部が、前記第２カプラーモジュールと二つの給電ラインで連結されるとと
もに、前記第１及び第２位相遅延モジュールとそれぞれ一つの給電ラインで連結される円
偏波アンテナであることを特徴とする、請求項９～１１の何れか一項に記載の直交レーダ
ー装置。
【請求項１３】
　前記漏洩信号除去部が、
　前記アンテナ部から前記第１及び第２カプラーモジュールを通じて入力された受信信号
を合わせて、送信漏洩信号を除去する電力合成モジュールと、
　前記第１カプラーモジュールと前記電力合成モジュールとの間に連結されて、前記第１
カプラーモジュールから出力された信号の位相を９０度遅延させる位相遅延モジュールと
を含むことを特徴とする、請求項９～１２の何れか一項に記載の直交レーダー装置。
【請求項１４】
　前記漏洩信号除去部が、ランゲカプラー、ブランチラインカプラのうちのいずれかひと
つであり、前記第１及び第２カプラーモジュールから入力する送信漏洩信号と受信信号と
を分離して出力する二つの出力ポートを有し、前記二つの出力ポートのうち、前記送信漏
洩信号が出力される一方の出力ポートに終段抵抗を連結して前記送信漏洩信号が消耗する
ようにし、前記受信信号が出力される他方の出力ポートを前記電力分配部に連結して前記
受信信号を出力することを特徴とする、請求項９～１３の何れか一項に記載の直交レーダ
ー装置。
【請求項１５】
　前記第１及び第２カプラーモジュールの各々が、方向性カプラー、ランゲカプラー、ブ
ランチラインカプラのうちのいずれかひとつであり、前記直交信号発生部から前記第１及
び第２カプラーモジュールの各々に入力される二つの信号の位相差が９０度であることを
特徴とする、請求項９～１４の何れか一項に記載の直交レーダー装置。
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【請求項１６】
　前記第１カプラーモジュールから前記第２位相遅延モジュールに入力される信号と前記
第１カプラーモジュールから前記第１位相遅延モジュールに入力される信号との位相差が
９０度であることを特徴とする、請求項９～１５の何れか一項に記載の直交レーダー装置
。
【請求項１７】
　前記直交信号発生部から前記第１及び第２ミキサー部にそれぞれ入力される信号の位相
差が９０度であることを特徴とする、請求項９～１６の何れか一項に記載の直交レーダー
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、直交（ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ）レーダー装置に関するもので、より詳細には
、受信電力損失を無くして偏波損失及びレーダー間の干渉を減らす直交レーダー装置に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、レーダー装置に関する技術は、特許文献１の「円偏波レーダー装置」以外に多数
出願及び公開されている。
　前記従来技術は、図１に図示したように、位相差が１８０である二つの信号を発生させ
る信号発生器１１と、前記信号発生器から発生した二つの信号を受けてアンテナとミキサ
ーに送る第１及び第２カプラーモジュール１２、１３と、前記第１及び第２カプラーモジ
ュールから信号を受ける前記アンテナとして、円偏波型であるアンテナ１４と、前記第２
カプラーモジュールと前記アンテナの入力との間に連結された９０度位相遅延モジュール
１５と、前記アンテナを通じて入力された受信信号は合わせ、前記第１ないし第２カプラ
ーモジュールから受信段に漏洩した受信信号を除去する電力合成部１６と、前記第１及び
第２カプラーモジュールから信号を受ける前記ミキサーとして、前記第１及び第２カプラ
ーモジュールから出た信号と前記電力合成部から出た信号を使用してミキシングを遂行す
るミキサー１７とを具備して、送信電力損失なしに送信漏洩信号を除去して基底帯域信号
を得る円偏波レーダー装置である。
【０００３】
　しかし、従来技術は、送信信号の損失はないが、受信時に信号発生器で３ｄＢの信号損
失が発生する問題点があった。
【特許文献１】大韓民国登録特許第０７４８９９２号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、前記のような問題点を解決するためのもので、受信電力損失を無くす
直交レーダー装置を提供することにある。
　さらに、発明の他の目的は、偏波損失及びレーダー間の干渉を無くす直交レーダー装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、直交レーダー装置において、位相差が０度、－９０度、－１８０度、－２７
０度である四つの信号を発生させる直交信号発生部と、該直交信号発生部と連結されて信
号を入力し、各々送信信号及び送信漏洩信号を出力する第１及び第２カプラーモジュール
と、前記第１及び第２カプラーモジュールから送信信号を入力してターゲットに当って戻
ってきた受信信号を入力するアンテナ部と、前記第１カプラーモジュールと前記アンテナ
部との間に連結されて送信信号の位相及び受信信号の位相を９０度遅延させる第１位相遅
延モジュールと、前記アンテナ部から前記第１及び第２カプラーモジュールを通じて入力
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された受信信号を合わせて、送信漏洩信号を除去する漏洩信号除去部と、前記漏洩信号除
去部の出力信号を分配する電力分配部と、前記直交信号発生部の信号及び前記電力分配部
の出力信号をそれぞれ入力してミキシングする第１及び第２ミキサー部とを含む。
【０００６】
　また、本発明は、直交レーダー装置において、位相差が０度、－９０度、－１８０度、
－２７０度である四つの信号を発生させる直交信号発生部と、該直交信号発生部と連結さ
れて信号を入力し、各々送信信号及び送信漏洩信号を出力する第１及び第２カプラーモジ
ュールと、前記第１及び第２カプラーモジュールから送信信号を入力してターゲットに当
って戻ってきた受信信号を入力するアンテナ部と、前記第１カプラーモジュールとアンテ
ナ部との間に連結されて、各々送信信号の位相及び受信信号の位相を９０度遅延させる第
１及び第２位相遅延モジュールと、前記アンテナ部から前記第１及び第２カプラーモジュ
ールを通じて入力された受信信号を合わせて、送信漏洩信号を除去する漏洩信号除去部と
、前記漏洩信号除去部の出力信号を分配する電力分配部と、前記直交信号発生部の信号及
び前記電力分配部の出力信号をそれぞれ入力してミキシングする第１及び第２ミキサー部
とを含む。
【発明の効果】
【０００７】
　前記のような本発明は、受信電力損失を無くして偏波損失及びレーダー間の干渉を除去
する効果がある。
　さらに、本発明は、円偏波アンテナを使用するので線形偏波を使用した時に発生する偏
波損失を除去することができる効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明の特徴及び利点は、添付図面に基づいた後述の詳細な説明でさらに明確になる。
本明細書及び請求範囲に使用された用語や単語は、本発明者が本発明を最善の方法で説明
するために用語の概念を適切に定義することができるという原則に即して、本発明の技術
的思想に符合する意味と概念であると解釈されるべきものである。また、本発明に係わる
公知機能及びその構成に対する具体的な説明が本発明の要旨の理解を不必要に妨げると判
断される場合には、その具体的な説明を省略している。
【０００９】
　以下、添付された図面を参照して本発明を詳細に説明する。
　本発明の第１実施例による直交レーダー装置に関して、図２及び図３を参照して下記に
説明する。
【００１０】
　図２は、本発明の第１実施例による直交レーダー装置に関する概略的なブロック図であ
る。
　本発明の第１実施例による直交レーダー装置は、図２に図示したように、直交信号発生
部１０１、第１カプラーモジュール１０２、第２カプラーモジュール１０３、第１位相遅
延モジュール１０４、第２位相遅延モジュール１０５、アンテナ部１０６、漏洩信号除去
部１１０、電力分配部１１３、低雑音増幅部１１４、第１ミキサー部１１５、第２ミキサ
ー部１１６及びフィルター部１１７を含む。
【００１１】
　まず、直交信号発生部１０１は、位相差が互いに９０度である４個の信号（０、－９０
、－１８０、－２７０度）を発生させる。
　また、第１カプラーモジュール１０２は、直交信号発生部１０１と連結され、直交信号
発生部１０１から信号を入力して、二つの送信信号と不所望の送信漏洩信号とを発生させ
る。ここで、二つの送信信号は互いに位相差が９０度で、第１及び第２位相遅延モジュー
ル１０４、１０５にそれぞれ出力されて、送信漏洩信号は漏洩信号除去部１１０に出力さ
れる。
【００１２】
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　また、第２カプラーモジュール１０３は、直交信号発生部１０１と連結され、直交信号
発生部１０１から信号を入力して、二つの送信信号と不所望の送信漏洩信号とを発生させ
る。ここで、二つの送信信号は互いに位相差が９０度で、アンテナ部１０６に出力され、
送信漏洩信号は漏洩信号除去部１１０に出力される。
【００１３】
　本実施例による第１及び第２カプラーモジュール１０２、１０３は、直交信号発生部１
０１からそれぞれ入力を受け、ここで、二つの信号間の位相差は９０度である。
　ここで、本実施例による第１及び第２カプラーモジュール１０２、１０３は、ランゲカ
プラー（Ｌａｎｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｒ）で構成したが、本発明がこれに限定されることは
なく、方向性カプラーまたはブランチラインカプラ（Ｂｒａｎｃｈ－Ｌｉｎｅ　Ｃｏｕｐ
ｌｅｒ）で構成することができることは、もちろんである。そして、実施例による第１及
び第２カプラーモジュール１０２、１０３は、直交信号発生部１０１から信号を入力して
不所望の送信漏洩信号を発生させて、アンテナ部１０６から受信信号を受けて漏洩信号除
去部１１０に送信漏洩信号とともに送る。
【００１４】
　また、第１位相遅延モジュール１０４は、第１カプラーモジュール１０２とアンテナ部
１０６との間に連結され、第１カプラーモジュール１０２の送信信号及びアンテナ部１０
６から入ってくる受信信号の位相を９０度遅延させる。
【００１５】
　また、第２位相遅延モジュール１０５は、第１カプラーモジュール１０２とアンテナ部
１０６との間に連結され、第１カプラーモジュール１０２の送信信号及びアンテナ部１０
６から入ってくる受信信号の位相を９０度遅延させる。
【００１６】
　また、アンテナ部１０６は、第２カプラーモジュール１０３から位相差が９０度である
二つの信号を入力して、また、第１及び第２位相遅延モジュール１０４、１０５を通じて
位相差が９０である二つの信号を入力して動作する。ここで、アンテナ入力部に入力され
る四つの信号の位相は、１個の入力部信号の位相が０度であるとすると、残り３個の入力
部の信号は－９０度、－１８０度、－２７０度の位相差を有する。
【００１７】
　また、漏洩信号除去部１１０は、位相遅延モジュール１１１と電力合成モジュール１１
２を含み、第１カプラーモジュール１０２と第２カプラーモジュール１０３から入力する
受信信号を合わせて、信号送信時に発生する送信漏洩信号を除去する機能を有する。
【００１８】
　本実施例による漏洩信号除去部１１０は、位相遅延モジュール１１１と電力合成モジュ
ール１１２からなるように構成したが、ランゲカプラーまたはブランチラインカプラのよ
うな４－ポート素子型カプラーである直交（ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ）カプラーに構成する
ことができる。ここで、カプラーは、送信漏洩信号と受信信号とを分離する役目を果たし
、一つの出力ポートは、第１及び第２カプラーモジュール１０２、１０３から漏洩した送
信漏洩信号を合わせて出力し、残り一つの出力ポートは第１及び第２カプラーモジュール
１０２、１０３を通じて入ってきた受信信号を合わせて出力する。ここで、本実施例によ
る漏洩信号除去部１１０では、送信漏洩信号が合わせられて出る出力ポートに５０オーム
終段抵抗を連結して送信漏洩信号が抵抗を通じて消耗するようにして、受信信号が合わせ
られて出る出力ポートが、漏洩信号除去部１１０の出力ポートに使用される。
【００１９】
　位相遅延モジュール１１１は、第１カプラーモジュール１０２を経てアンテナ部１０６
からターゲットに当って再び第１カプラーモジュール１０２を通じて入ってきた受信信号
と第１カプラーモジュール１０２で送信時に発生した送信漏洩信号の位相を９０度遅延さ
せる。
【００２０】
　そして、電力合成モジュール１１２は、位相遅延モジュール１１１と第２カプラーモジ
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ュール１０３とに連結され、位相遅延モジュール１１１と第２カプラーモジュール１０３
から入力する受信信号を合わせて、信号送信時に発生する送信漏洩信号を除去する。
【００２１】
　本実施例による電力合成モジュール１１２は、ウィルキンソン電力合成器（Ｗｉｌｋｉ
ｎｓｏｎ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｍｂｉｎｅｒ）で構成したが、Ｔ－ジャンクション（Ｊｕｎ
ｃｔｉｏｎ）コンバイナーのような３ポート（ｐｏｒｔ）合成器が使用できることは、も
ちろんである。
【００２２】
　また、電力分配部１１３は、漏洩信号除去部１１０の出力信号を分配する。
　また、低雑音増幅部１１４は、漏洩信号除去部１１０と電力分配部１１３との間に連結
され、漏洩信号除去部１１０の出力信号を増幅させる。
【００２３】
　また、第１ミキサー部１１５は、直交信号発生部１０１と電力分配部１１３とに連結さ
れ、直交信号発生部１０１から発生された信号と電力分配部１１３の出力信号を入力して
ミキシングを遂行する。
【００２４】
　また、第２ミキサー部１１６は、直交信号発生部１０１と電力分配部１１３とに連結さ
れ、直交信号発生部１０１から発生された信号と電力分配部１１３の出力信号を入力して
ミキシングを遂行する。ここで、直交信号発生部１０１から第１ミキサー部１１５と第２
ミキサー部１１６とに入って行く信号間の位相差は、９０度である。
【００２５】
　そして、フィルター部１１７は、第１ミキサー部１１５の出力信号と第２ミキサー部１
１６の出力信号をそれぞれフィルターリングして基底帯域信号として出力する。
　本実施例による直交信号発生部１０１は、位相が０度、－９０度、－１８０度、－２７
０度である四つの信号を発生させ、直交信号発生部１０１で発生した信号が第１及び第２
カプラーモジュール１０２、１０３と第１及び第２ミキサー部１１５、１１６に入力され
る。ここで、第１及び第２カプラーモジュール１０２、１０３に入力される二つの信号は
、位相差が９０度で、直交信号発生器１０１から第１ミキサー部１１５と第２ミキサー部
１１６に入って行く信号間の位相差は９０度である。
【００２６】
　そして、実施例によるアンテナ部１０６は、図３に図示したように、円偏波アンテナ２
で構成し、第２カプラーモジュール１０３と二つの給電ライン１で連結され、第１及び第
２位相遅延モジュール１０４、１０５とそれぞれ一つの給電ライン１で連結される。すな
わち、第１カプラーモジュール１０２と第２カプラーモジュール１０３の各々の出力信号
は、４個の給電ライン１を通じてアンテナ部１０６に入って行く。
【００２７】
　本実施例による直交レーダー装置は、アンテナ部１０６を通じて伝播された信号がター
ゲット（未図示）に当って再びアンテナ部１０６を通じて入ってくるようになる。ここで
、第１及び第２位相遅延モジュール１０４、１０５を行き交う信号、すなわち第１カプラ
ーモジュール１０２を通じて送信及び受信される信号は、受信時に第２カプラーモジュー
ル１０３を通じて送受信する信号より１８０度位相が遅延するようになる。
【００２８】
　結局、ターゲットに当って戻ってきた信号は、漏洩信号除去部１１０の電力合成モジュ
ール１１２で同位相で合わされるようになる。すなわち、第１及び第２カプラーモジュー
ル１０２、１０３のカプラー隔離（ｉｓｏｌａｔｉｏｎ）特性によって、送信信号はある
程度減殺されるが隔離度が低いので、大きな送信信号が漏洩する。ここで、第１及び第２
カプラーモジュール１０２、１０３から漏洩する二つの送信信号は、位相差が９０度で、
第１カプラーモジュール１０２で漏洩した漏洩信号は、漏洩信号除去部１１０の位相遅延
モジュール１１１によって位相が９０度遅延されて、大きさが同じで位相は１８０度の差
があるようになるので、漏洩信号除去部１１０の電力合成モジュール１１２で互いに相殺
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されて漏洩する送信信号は除去され、ターゲットに当って戻ってきた受信信号だけが残る
ようになる。
【００２９】
　本実施例による低雑音増幅部１１４は、漏洩信号除去部１１０の出力信号を増幅させて
、電力分配部１１３は、低雑音増幅部１１４を通じて増幅された漏洩信号除去部１１０の
出力信号を第１及び第２ミキサー部１１５、１１６に分配する。
【００３０】
　本実施例による第１ミキサー部１１５は、電力分配部１１３を通じて分配された漏洩信
号除去部１１０の出力信号と直交信号発生部１０１からの信号を入力してミキシングする
。
【００３１】
　また、第２ミキサー部１１６は、電力分配部１１３を通じて分配された漏洩信号除去部
１１０の出力信号と直交信号発生部１０１からの信号を入力してミキシングする。ここで
、直交信号発生部１０１から第１ミキサー部１１５と第２ミキサー部１１６とに入って行
く信号間の位相差は９０度である。
【００３２】
　そして、フィルター部１１７は、第１及び第２ミキサー部１１５、１１６の出力信号を
それぞれフィルターリングして基底帯域信号として出力する。
　このような構成を有した本発明の直交レーダー装置は、受信電力の損失を無くすことが
できる。また、円偏波アンテナを使用するので、線形偏波の使用時に発生する偏波損失を
除去することができる効果がある。
【００３３】
　次に、本発明の第２実施例による直交レーダー装置に関して、図４を参照して下記に説
明する。
　図４は、本発明の第２実施例による直交レーダー装置を概略的に示したブロック図であ
る。
【００３４】
　本発明の第２実施例による直交レーダー装置は、図４に図示したように、直交信号発生
部２０１、第１カプラーモジュール２０２、第２カプラーモジュール２０３、第１位相遅
延モジュール２０４、アンテナ部２０５、漏洩信号除去部２１０、電力分配部２１３、低
雑音増幅部２１４、第１ミキサー部２１５、第２ミキサー部２１６及びフィルター部２１
７を含む。
【００３５】
　まず、直交信号発生部２０１は、位相差が互いに９０度である４個の信号（０、－９０
、－１８０、－２７０度）を発生させる。
　また、第１カプラーモジュール２０２は、直交信号発生部２０１と連結され、直交信号
発生部２０１から信号を入力して、送信信号と不所望の送信漏洩信号とを発生させる。こ
こで、送信信号は第１位相遅延モジュール２０４に出力され、送信漏洩信号は漏洩信号除
去部２１０に出力される。
【００３６】
　また、第２カプラーモジュール２０３は、直交信号発生部２０１と連結されて、直交信
号発生部２０１から発生された４個の信号のうち、第１カプラーモジュール２０２に入力
される信号と位相差が９０度である信号を入力して、送信信号と不所望の送信漏洩信号と
を発生させる。ここで、送信信号は、アンテナ部２０５に出力され、送信漏洩信号は漏洩
信号除去部２１０に出力される。
【００３７】
　本実施例による第１及び第２カプラーモジュール２０２、２０３の各々は、サーキュレ
ーター（ｃｉｒｃｕｌａｔｏｒ）のような３ポート素子型カプラーからなることを特徴と
する。
【００３８】
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　そして、実施例による第１及び第２カプラーモジュール２０２、２０３は、直交信号発
生部２０１から信号を入力して不所望の送信漏洩信号を発生させ、アンテナ部２０５から
受信信号を受けて漏洩信号除去部２１０に送信漏洩信号とともに送る。
【００３９】
　また、第１位相遅延モジュール２０４は、第１カプラーモジュール２０２と連結され、
第１カプラーモジュール２０２の信号の位相を９０度遅延させる。
　また、アンテナ部２０５は、第１カプラーモジュール２０２から第１位相遅延モジュー
ル２０４を通じて１個の給電ラインで連結され、また、第２カプラーモジュール２０３か
ら１個の給電ラインを通じて信号を入力して動作する。ここで、アンテナ部２０５は、２
個の給電ラインからなる線形偏波アンテナである。本実施例によるアンテナ部２０５は、
第１実施例によるアンテナ部１０６と比較した時、給電ラインが２個である線形偏波アン
テナであることを特徴とする。
【００４０】
　また、漏洩信号除去部２１０は、位相遅延モジュール２１１と電力合成モジュール２１
２を含み、第１カプラーモジュール２０２と第２カプラーモジュール２０３から入力する
受信信号を合わせて、送信時に発生する送信漏洩信号を除去する機能を有する。
【００４１】
　本実施例による漏洩信号除去部２１０は、位相遅延モジュール２１１と電力合成モジュ
ール２１２で構成したが、ランゲカプラーまたはブランチラインカプラのような４ポート
素子型カプラーである直交カプラーで構成することができる。ここで、カプラーは、送信
漏洩信号と受信信号とを分離する役目をし、出力ポートの一つは、第１及び第２カプラー
モジュール２０２、２０３から漏洩した送信漏洩信号を合わせて出力し、残り一つの出力
ポートは、第１及び第２カプラーモジュール２０２、２０３を通じて入ってきた受信信号
を合わせて出力する。
【００４２】
　ここで、本実施例による漏洩信号除去部２１０は、送信漏洩信号が合わせられて出る出
力ポートに５０オーム終段抵抗を連結して送信漏洩信号が抵抗を通じて消耗するようにし
、受信信号が合わせられて出る出力ポートが、漏洩信号除去部２１０の出力ポートに使用
される。
【００４３】
　位相遅延モジュール２１１は、第１カプラーモジュール２０２を経てアンテナ部２０５
からターゲット（未図示）に当って再び第１カプラーモジュール２０２を通じて入ってき
た受信信号と第１カプラーモジュール２０２で送信時に発生した送信漏洩信号の位相を９
０度遅延させる。
【００４４】
　そして、電力合成モジュール２１２は、位相遅延モジュール２１１と第２カプラーモジ
ュール２０３とに連結され、位相遅延モジュール２１１と第２カプラーモジュール２０３
から入力する受信信号を合わせて、送信時に発生する送信漏洩信号を除去する。
【００４５】
　本実施例による電力合成モジュール２１２は、ウィルキンソン電力合成器で構成したが
、Ｔ－ジャンクションコンバイナーのような３ポート合成器を使用することができること
はもちろんである。
【００４６】
　また、電力分配部２１３は、漏洩信号除去部２１０の出力信号を分配する。
　また、低雑音増幅部２１４は、漏洩信号除去部２１０と電力分配部２１３との間に連結
され、漏洩信号除去部２１０の出力信号を増幅させる。
【００４７】
　また、第１ミキサー部２１５は、直交信号発生部２０１と電力分配部２１３とに連結さ
れ、直交信号発生部２０１から発生した信号と電力分配部２１３の出力信号とを入力して
ミキシングを遂行する。
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【００４８】
　また、第２ミキサー部２１６は、直交信号発生部２０１と電力分配部２１３とに連結さ
れ、直交信号発生部２０１から発生した信号と電力分配部２１３の出力信号とを入力して
ミキシングを遂行する。ここで、直交信号発生部２０１から第１ミキサー部２１５と第２
ミキサー部２１５とに入っていく信号間の位相差は、９０度である。
【００４９】
　そして、フィルター部２１７は、第１ミキサー部２１５の出力信号と第２ミキサー部２
１６の出力信号をそれぞれフィルターリングして基底帯域信号として出力する。
　本実施例による直交レーダー装置は、直交信号発生部２０１で位相が、０度、－９０度
、－１８０度、－２７０度である四つの信号を発生させて、直交信号発生部２０１で発生
した信号が、第１及び第２カプラーモジュール２０２、２０３と第１及び第２ミキサー部
２１５、２１６に入力される。ここで、第１及び第２カプラーモジュール２０２、２０３
に入力される信号は、位相差が９０度で、直交信号発生部２０１から第１ミキサー部２１
５と第２ミキサー部２１６とに入力される信号間の位相差も９０度である。
【００５０】
　本実施例によるアンテナ部２０５は、線形偏波アンテナで構成し、第２カプラーモジュ
ール２０３と連結された１個の給電ラインと、第１位相遅延モジュール２０４と連結され
た１個の給電ラインとで連結される。すなわち、第１カプラーモジュール２０２と第２カ
プラーモジュール２０３の各々の出力信号は、２個の給電ラインを通じてアンテナ部２０
５に入って行く。
【００５１】
　本実施例による直交レーダー装置は、アンテナ部２０５を通じて伝播された信号がター
ゲット（未図示）に当って再びアンテナ部２０５を通じて入ってくるようになる。ここで
、第１位相遅延モジュール２０４を行き交う信号、すなわち第１カプラーモジュール２０
２を通じて送信及び受信される信号は、受信時に第２カプラーモジュール２０３を通じて
送受信する信号より１８０度位相が遅延するようになる。
【００５２】
　結局、送信時にターゲットに当って戻ってきた信号は、漏洩信号除去部２１０の電力合
成モジュール２１２で同位相で合されるようになる。すなわち、第１及び第２カプラーモ
ジュール２０２、２０３から漏洩する送信漏洩信号は、位相差が９０度で、ここで漏洩信
号除去部２１０の位相遅延モジュール２１１によって第１カプラーモジュール２０２の送
信漏洩信号は、位相が９０度遅延し、第２カプラーモジュール２０３の送信漏洩信号と大
きさが同じで１８０度の位相差があるようになるので、漏洩信号除去部２１０の電力合成
モジュール２１２で、互いに相殺されて漏洩する信号は除去され、ターゲットで反射した
受信信号だけが残る。
【００５３】
　本実施例による低雑音増幅部２１４は、漏洩信号除去部２１０の出力信号を増幅させ、
電力分配部２１３は、低雑音増幅部２１４を通じて増幅された漏洩信号除去部２１０の出
力信号を第１及び第２ミキサー部２１５、２１６に分配する。
【００５４】
　また、第１ミキサー部２１５は、電力分配部２１３を通じて分配された漏洩信号除去部
２１０の出力信号と直交信号発生部２０１からの信号とを入力してミキシングする。
　そして、第２ミキサー部２１６は、電力分配部２１３を通じて分配された漏洩信号除去
部２１０の出力信号と直交信号発生部２０１からの信号とを入力してミキシングする。こ
こで、直交信号発生部２０１から第１ミキサー部２１５と第２ミキサー部２１６とに入っ
て行く信号間の位相差は９０度である。
【００５５】
　本実施例によるアンテナ部２０５は、給電ラインが２個である線形偏波アンテナである
ので、第１実施例より回路構成が簡単であるという効果がある。
　本発明による直交レーダー装置は、送信機の漏洩信号を減らすことができ、レーダーの
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受信感度を高めるだけではなく、受信機が送信段の大きな漏洩信号によって飽和されるこ
とを防ぐことができ、受信段の漏洩電力によって雑音指数が高くなることを防ぐ効果があ
る。
【００５６】
　また、円偏波アンテナの場合、線形偏波アンテナで発生する偏波損失がなく、同じ二つ
のレーダーシステムが向かい合っている場合に、干渉によって現われる影響を除去するこ
とができる。
【００５７】
　また、直交ミキシング（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｍｉｘｉｎｇ）が可能で、目標物体が
接近しているのか遠ざかっているのかに対する方向成分と動きに対する変位も検出するこ
とができる効果がある。
【００５８】
　そして、送受信アンテナを共有することができ、レーダー装置の大きさを画期的に減ら
すことができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】従来技術による円偏波レーダー装置を示した図。
【図２】本発明の第１実施例による直交レーダー装置を概略的に示したブロック図。
【図３】本発明の第１実施例による直交レーダー装置の給電ライン及びアンテナ部を示し
た図。
【図４】本発明の第２実施例による直交レーダー装置を概略的に示したブロック図。
【符号の説明】
【００６０】
１０１、２０１：直交信号発生部
１０２、２０２：第１カプラーモジュール
１０３、２０３：第２カプラーモジュール
１０４、２０４：第１位相遅延モジュール
１０５：第２位相遅延モジュール
１０６、２０５：アンテナ部
１１０、２１０：漏洩信号除去部
１１１、２１１：位相遅延モジュール
１１２、２１２：電力合成モジュール
１１３、２１３：電力分配部
１１４、２１４：低雑音増幅部
１１５、２１５：第１ミキサー部
１１６、２１６：第２ミキサー部
１１７、２１７：フィルター部
１：給電ライン
２：円偏波アンテナ
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【図３】
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